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１．研究概要

2



Copyright (C) 2021 ソフトウェア品質管理研究会 All Rights Reserved

１．研究概要

3

●AI技術の発展に伴い、日常業務における
AI技術活用を検討

●AI知識、開発スキルが乏しくても、容易に
AIを活用する方法の検証

●自然言語で書かれた文書の活用

●AI技術、中でも自然言語処理を手軽に利用し
活用する方法の提案

「既存AIツールを活用した
品質向上への可能性」
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２．課題設定
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２．課題設定
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●蓄積する過去の障害事例（障害管理票）の
有効活用

●一般に公開・普及している自然言語処理
技術およびサービス（特に日本語処理）を
利用することで、扱いの難しい
非定型文章を活用
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２．課題設定
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●日常業務で作成された文書は、
プロジェクトまたはプロダクトに
依存し書き方も多種多様な状況・・・

●AI利用や導入は専門的な知識が
なければ難しい・・・
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３．課題解決に向けたアプローチ
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３．課題解決に向けたアプローチ
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やさしい

バイソン銀座 解決方法を

ググる！

＋ ＋違います！
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３．課題解決に向けたアプローチ
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やさしい・簡単

Python
プログラム

＋ ＋

NLP(自然言語処理)

Google

Embedding
Projector
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３．課題解決に向けたアプローチ
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プロジェクトｎ

プロジェクト

障害
管理票

単一のプロジェクトにおける解析の場合は点線内の障害管理票を、複数
のプロジェクトを考慮した解析の場合は各プロジェクトの障害管理票か
ら該当する箇所を抽出する

タイトル
障害詳細

「障害詳細」または「タイトル」または「概要」などいずれ
かを自然文の項目を選び出し、ファイルにまとめる

自然言語処理 NLP(Natural Language Processing)
による文章ベクトル処理 一般に公開されている自然言語処理を使用した簡単なベクト

ル生成プログラムを実行

テキスト
文章

ベクトル
データ

Embedding projectorに対応したテキストおよび
ベクトルデータを生成

Embedding projector
による可視化処理 Embedding projectorにより類似文章を可視化

ステップ１

ステップ２

ステップ３

ステップ４

ステップ５

概要
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４．評価
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 実験の目的
• 被験者が目視で似ていると判定した事例とAIツールで抽出した上位10事例との一致率
を比較

• 被験者に対するアンケートにより、目視で抽出に要した時間、および、AIツールが算
出した結果に対する納得度を回答してもらい、有効性を検証

 実験の概要

４．評価
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障害
A

障
害障
害障
害

障
害障
害障
害

障
害障害

類似障害抽出（被験者により手動）

類似障害抽出（AIツールにより自動）

一致率比較元となる対象障
害の類似障害を抽出

プロジェクトXの障害管理票データ

AIツール

被験者

障
害障害障害

障
害障害障害障害障害
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４．評価
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 評価のポイント
• AIツールで抽出した上位10事例と被験者が目視で似ていると判定し
た事例の一致率のほかに、以下の観点でも評価する

① AIツールで算出した類似度に閾値等で機械的な判断が可能か
② 記述フォーマット（記述内容、文字数等）による一致率への影響
③ 専門用語の有無による一致率への影響
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４．評価
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 実験に使用したデータ
• ４つのプロジェクトで使用した障害管理票から、自然言語で記載さ
れているタイトルや障害内容等の部分を結合し、障害データを作成

• 文章内で障害に直接関係ない以下のような記述は削除している
 証跡や障害管理システムへの参照情報
 デバッグトレースなどのシステム固有の情報

プロジェ
クト

障害管理票の特性 障害データ構成 特徴 比較元データの抽出条件

A
システム開発PJの
結合試験の障害管理票

「タイトル」
「障害内容」

・平均130文字 被験者(該当PJ未参加)にて無作為に
5件ピックアップ

B
アプリケーション製品
検査の障害レポート

「タイトル」のみ ・6～94文字
・専門用語有

被験者(該当PJ未参加)にて実運用で
課題があると意見があった5件を
ピックアップ

C
システム開発PJのユーザー
試験の障害管理票

「タイトル」
「障害内容」
「対処方法」

・平均213文字
・記述フォーマット
統一

被験者(該当PJ参加)にて実際にPJ参
加期間中に調査した障害3件を
ピックアップ

D
システム開発PJの運用開始
後にユーザーから申告され
た障害管理票

「タイトル」
「障害内容」
「対処方法」

・平均195文字
・専門用語有

被験者(該当PJ参加)にて実際に対応
を行った障害3件をピックアップ
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４．評価
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 実験結果
• 被験者の抽出した結果とAIツールで抽出した結果の一致率は
約45％（49/108）
実験ケースごとに見ると、一致率が70％を超えたのは5/16

• アンケート結果として、「納得できる」という回答があった実験ケースが
9/16と半数以上を占める
 「納得できる」：9
 「納得できない」：4
 「どちらとも言えない」：3

• プロジェクトCでは記述フォーマット（記述内容）が統一された障害管理票
を利用しており、一致率が高い（※1）

• プロジェクトBでは文字数の極端に少ないデータ（6文字）を使用してお
り、一致率が極端に低い（※2）

• プロジェクトBとプロジェクトDでは記述内容に専門用語を含むデータを使
用しており、一致率が極端に低い（※3）
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４．評価
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※３※２

 実験結果
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４．評価
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※１※１

※３

 実験結果
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５．考察
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５．考察
 評価ポイント①
「AIツールで算出した類似度に閾値等で機械的な
判断が可能か」

19

類似度（cosine距離）が約0.3 以下の場合に、類似障害として
一致判定できる確率が高い
類似障害として判定できる件数／cosine距離が0.3以下の件数
⇒約73％（19/24）

AIツールの算出した類似度（cosine距離）を、類似障害の機械的な判
定のための基準（目安）として利用できる可能性あり

cosine距離が小さいにもかかわらず、類似しているとはいえない障害情報については、
その理由を考慮し、改善する必要あり
例）文書整形が過剰に行われ、文章の意味的な特徴が除かれていた

⇒障害情報の特徴が除かれないような、文章整形のルール化が必要
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５．考察
 評価ポイント②
「記述フォーマット（記述内容、文字数等）による
一致率への影響」

20

障害内容の文章構成が揃っているプロジェクトでは、類似障害を検出
しやすい（cosine距離が0.3以下で検出され類似判定できた）

障害情報の文字数の少ないプロジェクトB(94文字以下)では一致率が
低く、それ以外のプロジェクト(100文字を超える)では比較的一致率が
高い

記述フォーマットを定め文章構成を統率することがAIツールによる判
定に大きく影響する

類似文章を抽出するためにはある程度の文章の長さが必要
AI導入の前段階で、あらかじめ記述フォーマット、文章構成、文章の長さ等をルール化
して合わせていく取り組みが有効



Copyright (C) 2021 ソフトウェア品質管理研究会 All Rights Reserved

５．考察
 評価ポイント③
「専門用語の有無による一致率への影響」

21

専門用語が多く含まれるデータ群での実験では、今回用意したAIツー
ルでは効果的に類似判定できていなかった

専門用語が含まれる文章にも対応するには、前処理として辞書作成等
の実施が必要

今回は、より簡単にAIを活用することを重視し、特別な処理として追加学習や辞書の使
用は行っていなかったため、専門用語が使われている文章で類似判定ができないことは
想定通り
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５．考察
 アンケート結果から得られた知見
効率面、業務知識・経験の補完の効果

22

被験者による類似障害検索で、1障害あたり平均12分を要した
データ総量が増えればさらに手間がかかると予想される

抽出の際に「業務経験に基づく解釈」や「ソフトウェアの振る舞いか
らの推測」といった業務やソフトウェアに対する知識・経験が必要

AIツールにより機械的に類似障害を抽出できれば、類似障害検索の手
間を大幅に削減する効果が期待できる

AIツールでは、業務やソフトウェアに対する知識・経験に関係なく類
似障害抽出でき、経験の浅い担当者でも効果的に類似障害の検索を行
えるようになる
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６．まとめ
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６．まとめ
 GiNZA、Embedding Projectorの2つのオープンソースのAIツールを
活用し、類似障害を検出することができた
• AIを活用した品質向上の第一歩となった

 AIツールが算出する類似度（cosine距離）を類似障害絞り込みの
指標・基準として利用できる可能性を確認できた
• 膨大な情報の中から、AIツールを使い、指標によるフィルターをかけて
情報の絞り込みを行うような使い方が有効

 障害情報の記述フォーマットを統一し、文章構成を合わせること
でAIツールによる類似判定の精度が向上することを確認できた
• 既に文章構成が統率されているようなプロジェクトにターゲットを絞る
と早期に効果が得られる

 今回作成したプログラムは簡易なものであったが、十分有用な結
果得られた
• 高度なAI知識、開発スキルを保有していない場合でも、AIを活用できる
アプローチを提案することができた

24
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６．まとめ
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高度な知識がなくとも、身近なAI技術をソフト
ウェア品質の課題解決に活用できる！

蓄積する過去の障害事例から、類似障害を検出
することで原因や対応策など参考となる情報を
導き出せる！
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６．まとめ
 今後の課題

• 専門用語が含まれる文章については辞書などによるチューニングが
必要であるが、AIに関する専門的な知識が必要、手間がかかる
専門的な知識がなくともチューニング作業が容易にできる仕組み
があれば、さらに活用の幅が広がる

• AIツールの指標による機械的な類似障害判定を提案しているが、最
適な閾値について本稿では検証できていない
最適な閾値については今後検証が必要

• 記述フォーマット・文章構成の統一の取り組み行なっているプロ
ジェクトはまだ少ない
例えばBotなどによりヒアリング形式で記述していくことで自然と
文章構成が統一されていくような仕組みの検討が有効と考える

26
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ご清聴ありがとうございました
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